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審   査   の   要   旨 
 
アブラナ科コマツナは、その細胞が破砕されると内在するリン脂質（PC）と植物酵素（PLD）が反
応してホスファチジン酸（PA）が生成される。体内に摂取された PA は胃腸内消化酵素により胃潰瘍
等の予防や治療に効果があるとされるリゾホスファチジン酸（LPA）へと加水分解される。LPAの基質
となる PA の生成はコマツナの細胞破砕の程度により変化するが、それらの特性は詳細に検討されて
いない。本論文はコマツナの細胞破砕による PA の生成特性を微細化特性との関係から解明するとと
もに、PA 増量と官能性向上を目的とするコマツナ加工における微細化湿式粉砕（MWM）システムの適
用性を評価した。ここで得られたコマツナの粉砕特性および PA 生成特性は、植物の細胞破砕と酵素
分解における反応工学的解析に資する基礎資料として有用であると同時に、MWM システムによるコマ
ツナ加工の操作条件の策定あるいは装置開発に資するものである。以上から、本論文は高い学術的価
値を有するのみならず、食品関連産業の発展にも寄与する優れた学位論文であると判断された。 
平成29年8月1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
